
 
 
 
 
 
 
 

第 1654 回例会  

平成 23 年 4 月 11 日(月) 
12：30～ 海南商工会議所 ４F 

会員卓話 会長エレクト 田村 健治君 
 

１．開会点鐘       

２．ロータリーソング      「我等の生業」 

３．出席報告 

会員総数 65 名 出席者数 46 名 

  出席率 70.77％ 前回修正出席率 69.23％ 

 

４．会長スピーチ      会長 谷脇 良樹君 

みなさん今日は。本

日は 3月 19日に開催さ

れました PETS の報告

を田村会長エレクトに

お願いしております。 
今日、春の選抜高校

野球での岡山の創志学

園の野山キャプテンの

選手宣誓が話題になっ

ております。「私たちは

16 年前の阪神淡路大震

災の年に生まれまし

た」からはじまる、あの言葉が本当によかったと色々

なところから反響が大きくなっております。よく、開

催してくれました。自粛ばかりでは日本は「だめ」に

なります。通常の活動をしましょう。 
あと２カ月の任期ですが、精一杯 RC をやって、楽

しみたいと思います。この週末、友好クラブ締結に宮

崎へ行ってきます。あのクラブの 25 周年式典で行う

予定です。国内クラブとの友好関係と言う新しいペー

ジが始りだと思います。手に手つないでやっていきた

いと思います。ありがとうございました。 
 
６．幹事報告        幹事 上野山 雅也君 
○例会臨時変更のお知らせ 

和歌山東南ＲＣ 4 月 20 日（水）→4月 20 日（水） 

12:30～ レストラン「サンクシエール」 

見学 和歌山市消防局 

「震災に備えての防災」 

和歌山南ＲＣ 4 月 22 日（金）→4月 24 日（日） 

16：00～ 50 周年記念例会 

ダイワロイネットホテル ４F 

○休会のお知らせ 

 高野山ＲＣ  4 月 17 日（日）25 周年記念例会 

 有田ＲＣ   4 月 21 日（木） 

 和歌山南ＲＣ 4 月 29 日（金・祝） 

 

７．会員卓話     会長エレクト 田村 健治君 

PETS とは、ガバナーエレ

クトがガバナー研修会を

受けた後、会長エレクトを

集めて行う研修会です。昨

年の 12 月に本来は第１回

の PETS になる予定でした

が、会長エレクト勉強会と

なり、その後、ガバナーエ

レクトが代替研修を受け

今回の PETS となりました。 

ご承知のとおり、現在も現ガバナーとガバナーエレ

クトは醜いバトルを行っています。事の発端は、パス

トガバナーによるガバナーエレクト指名委員会が選

出したガバナーエレクトは正式な手続きを行ってい

ないと現ガバナーが反対し、その後、エレクトは不適

切としている。非常に残念なことであります。 

今回の PETS では、次年度のＲＩ会長エレクトがイ

ンドのカルヤン パネルジー氏となり、テーマが「こ

ころの中を見つめよう 博愛を広げるために 家族

が奉仕の原点」と報告がありました。また、新たに「チ

ェンジメーカー賞」を増設する予定です。さらに、事

務総長にはエド フタ氏が 10 年間勤めた後任として、

ジョレ ヒューコ氏（弁護士）が就任します。 

講義としては、「クラブ会長の務め」について、前

窪パストガバナーが、会長は総括してクラブの運営に

責任を持つ。予算の立案。会長として何を残せるか。

また、ロータリアンは平等であると話しました。 

次年度の地区のテーマは「明るく！楽しく！充実し

たロータリー活動を続けよう」です。楽しくなければ

長続きしない。そして、ロータリー活動には進んで参

加しよう。一緒に楽しめる仲間を増やそう。ロータリ

アンとして誇りをもとうと説明がありました。 

地区の目標は①クラブの活性化、例会の出席は奉仕
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の第１歩。米山梅吉氏は「ロータリーの例会は人生道

場」である。②会員増強「1名の純増」③ＲＩ会長賞

に挑戦する③地域に役立つ奉仕活動、東日本大震災の

支援④新世代のためのプログラムの充実としていま

す。 

一方、４月９日に現ガバナー主催の PETS 開催があ

りましたので一応、出席しました。特別講演として、

ＲＩ2680 地区の田中 毅氏（尾崎ＲＣ）の講師で、Ｒ

Ｃの歴史、ＲＩの問題点、ＲＩの哲学などが話されま

した。 

今後の予定としては、地区協議会がエレクト主催が

５月１５日（日）、現ガバナー主催が５月８日に開催

され、二つの地区協議会が開かれます。 

 

８．閉会点鐘 

 

次回例会 

第 1655 回例会  平成 23 年４月 18 日(月) 
    海南商工会議所 ４F 12:30～ 

会員卓話 田岡 郁敏君 
 
 
 
 
 
山畑 弥生君    フィリピンへ送る中古ＴＶ、パソコ

ンの最終積み込みに数名の方にお世

話になりました。有り難うございま

した。 
土井 元司君    特にありません。 
田村 健治君  今日、卓話させていただきます。 
 
 
 
 
 
 
地震・津波災害、 

日本のロータリアンからの報告 
 
「地面はいつまでも大きく揺れ続け、これで私は死

んでしまうのではないかと思いました」と黒田正宏

RI 理事は、3 月 11 日の大地震を振り返ります。 
医院長として青森県八戸市に内科病院を開いてい

る黒田理事は、マグニチュード 9.0 の地震発生時、2
階で診察を行っていました。高齢の患者さんの身体を

支えてあげながらゆっくり階段を下り、階下についた

ときに地震が治まったそうです。すべての患者に帰宅

するよう伝えたところ、一人の女性患者は、怖さのあ

まり帰宅を拒み、その後数時間、病院内に留まったと

いいます。「何と言ってあげたらよいのか分かりませ

んでした」と黒田理事は話します。 
観測史上最大を記録した今回の地震は、陸地に数キロ

も浸入するほどの津波を引き起こし、地域の壊滅を含

む甚大な被害をもたらしました。黒田理事は、津波が

破局的な被害をもたらし、自宅や病院の数キロ近くま

で押し寄せたことをラジオで知りました。寒くなる夜

に備えて暖房を確保し、ろうそくや電池を準備しまし

た。夜になると、暗

くて歩くことすら

困難だったそうで

す。さらに、余震も

頻繁に起きていま

した。誰もが心に恐

れを抱いていまし

た。 
仲間のロータリ

アンと連絡を取る

こともできなか

った、と黒田理事

は話します。震災

後 3 日間は、家庭電話に携帯電話、E メールすら使用

できず、地域は完全な孤立状態にありました。最も大

きな被害を受けた第 2520 地区（岩手、宮城）につい

ての情報も一切得られず、それらの地域に住むロータ

リアンとの連絡もままなりませんでした。 
第 2520 地区の楢山ガバナーは、震災直後、大きな

被害を受けた地域に駆けつけました。海岸沿いの被害

状況はすさまじく、テレビで見る内容よりはるかに悲

惨な光景が広がっていたそうです。「現在も、緊急支

援と行方不明者の捜索が続けられており、津波被害を

受けた地域では、食糧、飲み水、ガソリン、医療品な

どの物資の不足が深刻な問題になっています」 
今後も増えると予測される被害者数に不安をつの

らせつつも、ロータリアンからの応援に励まされてい

ると、楢山ガバナーは話します。「世界中のロータリ

アンから数々の温かい励ましをもらった」と述べる同

ガバナーは、それら支援の手に後押しされながら復興

に取り組んでいこうと意志を強めました。 
第 2550 地区（栃木）では、津波被害は免れたもの

の、地震による大きな被害を受けたと瀬下龍夫ガバナ

ーは話します。地震の最中、机の下にかくれて地震が

治まるのを待っていた瀬下ガバナーは、建物の支柱に

亀裂が走ったとき、崩壊を予期しました。もはやこれ

まで、との思いが瀬下ガバナーの脳裏をよぎりました

が、幸い、建物は持ち堪えました。瀬下ガバナーは 4
月 2 日、大槌ロータリー・クラブ（岩手）会員の植田

俊郎さんに救援物資を届けるため釜石を訪れました。

上田さんは、津波が建物の 3 階まで押し寄せる中、や

っとのことで階上へと逃れたそうです。 
ロータリー・クラブは、被災地を支援するために、

できる限りを尽くしていると、黒田理事は話します。

「ガソリンが不足する状況にもかかわらず、多くのロ

ータリアンが被災地に救援物資を届けてくれます。一

丸となって活動するロータリアンの姿に、私は心から

感激しています」 

この建物内でクリニックを開く植田俊郎

氏(大槌ＲＣ）    写真提供：瀬下龍夫 
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